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１　はじめに
2020 年 7 月 23 日、本来ならオリンピック東京大会

が開幕し、日本、そして世界のトップアスリートが繰

り広げる熱戦に世界中が盛り上がっているところで

あったが、新型コロナウイルス（以下、コロナ）の

国内及び全世界への感染が広がり、3月 24 日オリン

ピック・パラリンピック東京大会の 1年延期が発表さ

れ、国内の各種競技団体の大会などの中止・延期も発

表されていった。陸上競技も例外でなく日本陸上競技

連盟（以下、陸連）も 4 月 3 日に、6 月 30 日まで国

内各種大会の中止及び延期を要請し、表 2のように、

甲南大学女子陸上競技部（以下、女子部）も出場でき

ない競技会が多くあった（日本陸連　2020：online）。

また、上記よりも前に、建学の精神「常に備えよ」の

甲南大学（以下、本学）は、3月 4 日には、課外活動

の原則禁止（以下、活動禁止）を発表した（本学学

生部 2020：online）。活動禁止から活動再開までの間、

女子部部員（以下、女子部員）の日常生活・トレーニ

ングの状況をアンケート方式で調査をすることによっ

て、ワクチン・治療薬などがまだない状況下で、活動

禁止になった時の対応方法を模索することによって、

再び、活動禁止が出た場合の有効なトレーニング環境

などを作ることにつながると考えていきたい。

２　活動原則禁止期間の現状

2-1　新型コロナウイルス

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針令

和2年3月	28	日（令和3年1月	13	日変更）によると（新

型コロナウイルス感染症対策本部 2020：online）、新

型コロナウイルス感染症は、肺炎の発生頻度が、季節

性インフルエンザにかかった場合に比して	相当程度

高く、国民の生命及び健康に著しく重大な被害を与え

るおそれがあること・感染経路が特定できない症例

が多数に上り、かつ、急速な増加が確	認されており、

医療提供体制もひっ迫してきていることから、全国的	

かつ急速なまん延により国民生活及び国民経済に甚大

な影響を及ぼすおそれがある状況であること	が、総

合的に判断されているとされている。

2-2　新型コロナ感染者の推移

表 1　新型コロナの感染者の国内及び兵庫県内の推移（人）
1 月

（16 日以降）
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 合計

全国 17 人 225 人 2009 人 12187 人 4711 人 1865 人 17651 人 32129 人 68543 人
兵庫県 0人 0人 148 人 498 人 		53 人 7 人 　514 人 1055 人 2275 人
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陸連は、4月 3日に、同日から 6月 30日までに開催

予定の陸連主催大会について、中止・延期にて調整し、

後援大会に関しては中止・延期の方向を要請するとい

うことを発表した（日本陸連　2020：online）。4月 14

日には、	日本学生陸上競技連合が、陸連より 2020 年

6月末まで競技会開催の	自粛要請があったことなどを

理由に、2020	年日本学生陸上競技個人選手権大会	（令

和 2年	6	月	5	日（金）～ 7	日（日）	開催場所	Shonan	

BMW	スタジアム平塚）の	中止を発表し（日本学生陸

上競技連合 2020：online）、19 日には、同理由で、第	

73	回西日本学生陸上競技対校選手権大会中止も東海

学生陸上競技連合から発表された（東海学生陸上競技

連合　2020：online）。6 月 11 日に、陸上競技活動再

開のガイダンス策定が陸連から発表された（日本陸連

2020：online）。政府の方針、各地域の感染状況や行政

判断を優先させることを前提で、7月から競技会の再

開可能な地域では再開の準備が行われるようになった。

全ての地域ではないが、女子部員も、7月から各府県

選手権（青森・大阪・兵庫・鳥取・岡山など）に出場

した。ただ、残念ながら、高校所在地に住んでいない

などの理由で女子部員が出場できなかった府県選手権

（大阪・三重・岐阜）もあった（大阪・三重・岐阜府県

陸上競技協会　2020：online）。なお、女子部員が出場

予定で、6月 30日までの、中止・延期となった主な競

技会は表 2のとおりである（本学女子陸上部　2020：

online）。

2-4 本学の対応（課外活動）

本学では、表 3のように、4月 7 日の緊急事態宣言

が出る前の 3月 4日から活動禁止になり、限定再開さ

れた時期もあるが、活動再開は 8月 4日からであった

（本学学生部　2020：online）。

表 3　本学課外活動方針の推移
3 月 3 日 3 月 4 日から 15 日まで、原則活動禁止。
3月 13 日 活動禁止期間　23 日まで延長。
3月 21 日 活動禁止期間　31 日まで延長。
3月 30 日 4 月 1 日から 30 日まで、原則活動禁止。
4月 28 日 活動禁止期間　6月 5日まで。
6月 4日 6月 6日から引き続き活動禁止。
6月 25 日 7 月 8 日より限定再開。
7月 16 日 7 月 17 日から原則活動停止。
7月 31 日 8 月 4 日から限定再開（ステップ 2）。
8月 18 日 8 月 20 日からステップ 2から 3へ引き上げ。

３　調査

3-1　調査目的

本調査では、本学女子部員が、2020 年 3 月 4 日の

活動禁止から活動再開までの間、女子部員の日常生活・

トレーニングの状況をアンケート方式で調査をするこ

とによって、ワクチン・治療薬などが、まだない状況

下で、活動禁止になった時の対応方法を模索すること

によって、再び、活動禁止が出た場合の有効なトレー

ニング環境などを作ることにつながると考える。

3-2　調査項目

2020 年 3 月 4 日からの活動禁止期間での日常生活・

トレーニングの状況などに対して。

表 2　2020 年 3月から 6月までの女子部員出場予定主な競技会
3 月 2019 年度第 2回学連競技会 中止
4月 第 86 回兵庫学生陸上競技対校選手権大会 中止

第 68 回兵庫リレーカーニバル 中止
第 54 回織田記念陸上競技大会 中止

5月 第 36 回静岡国際陸上競技大会 中止
第 97 回関西学生陸上競技対校選手権大会 延期

6月 布勢スプリント 2020 中止
2020 年日本学生陸上競技個人選手権大会 中止
第 73 回西日本学生陸上競技対校選手権大会 中止
第 104 回日本陸上競技選手権 延期

2-3　陸上競技の現状（国内）
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3-3　調査対象

女子部員　22 名　（4 年生　4 名　3 年生　6 名　2

年生　6名　1年生　6名）

3-4　調査時期・方法

2020 年 9 月 28 日から 10 月 2 日まで、本学学内メー

ルにてアンケート調査を実施。

　　
４　調査結果

2020 年 3 月 4 日の活動禁止から活動再開までの間、

女子部員の日常生活・トレーニングの状況をアンケー

ト方式で調査をすることによって、ワクチン・治療薬

などが、まだない状況下で、活動禁止になった時の対

応方法を模索することによって、再び、活動禁止が出

た場合の有効なトレーニング環境などを作ることにつ

ながると考える。

活動禁止期間の活動状況調査

（1	-1）3 月 4 日、活動禁止になったときの感想につい

て

	　3 月 4 日、活動禁止になったときの感想について

聞いたところ、表 4のとおりの回答があった。

表 4　3月 4日、活動禁止になったときの感想について
突然、目先の目標がなくなり、トレーニング場所・内容
など不安に襲われた。しかし、本学が他大学よりも早期
の対策を取っていることに対しては誇りを持つべきであ
り、信頼できる大学だと感じた。大学は迅速な判断だっ
たので、コロナへの不安は軽減された。× 2名
この先どうなるか不安だった。
すぐに利用できるようになると思った。
閉鎖になる前から、コロナが迫ってきているのを実感し
て、電車へ乗ることに怖く・違和感があり、罪悪感なく
近場でトレーニングを行うことができ、閉鎖して良かっ
たと思う。× 2名
コロナがはやり始めたころで、小・中・高校も臨時休校
となっていた中での施設利用の禁止は、仕方がないと感
じた。× 2名
シーズンに向けてしっかりトレーニングが積めるのか、
器具の使用や、競い合うトレーニングができなくなり、
トレーニングメニューが少し不安に思った。× 2名
新しい環境でトレーニングを少しずつしていたところ
だったので非常に残念だったが、コロナがおさまり次第、
また、みんなでトレーニングがしたいという思いだった。
まだ入部していなかった。
急で驚いた。× 5名
とても、残念な気持ちだった。

（1	-2）下宿をしている人に対して、帰省したかについ

て

　	　下宿をしている人に対して、帰省したかと聞いたと

ころ、下宿している9名全員が帰省したと回答した。

（1-3）帰省した・しなかった理由について

	　帰省した・しなかった理由について聞いたところ、

表 5のとおりの回答があった。

表 5　帰省した・しなかった理由について
母校が通常通りトレーニングできる環境であったため
（トレーニング環境の確保）× 4名
兵庫県と比較して、地元の方が、感染リスクが低かった
ため。× 4名
保護者が心配し、コロナの感染が拡大する前に地元に
戻ってくるように言われたため。× 2名

（1-4）帰省した人に、帰省したのはいつか。　　

	　帰省した人に、帰省したのはいつかに対しての回

答は、次のとおりであった。

	　3 月 4 日が 2 名、3 月 15 日	4 月 4・5・6・8・13

日と 5月 9日がそれぞれ 1名であった。

（1-5）帰省した人に質問、帰神したか。　

	　帰省した人に、帰神したかに対しての回答は、は

いが	8 名、いいえが 1名であった。

（1-6）帰神した人に質問、帰神した理由は。

	　帰神した人に、帰神した理由について聞いたとこ

ろ、表 6のとおりの回答があった。

表 6　帰神した理由 について
コロナの感染者数も落ち着いてきていたため。× 2名
コロナが収まったわけではないが、六アイでトレーニン
グができるようになり、女子部員と競い合うトレーニン
グがしたいと思ったため。× 4名
怪我の治療を行うため。× 2名
全日本インカレの開催が近づき、選手の選考レースが
あったため。

（2-1）どこに住んでいたか。

	　どこに住んでいたかについて聞いたところ、表 7

のとおりの回答があり、自宅と答えた割合が一番高

く 78％であった。
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表 7　どこに住んでいたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　下宿 7人 3人 3人 3人 3人 6人 25 人
（19%）

2　自宅 14 人 18 人 18 人 19 人 19 人 15 人 103 人（78%）

3　親類の家 1人 1人 1人 0人 0人 0人 3人
（2%）

4　その他 0人 0人 0人 0人 0人 1人 1人
（0.7%）

（2-2）一日平均してどれくらい睡眠をとっていたか。

	　一日平均してどれくらい睡眠をとっていたかにつ

いて聞いたところ、表 8のとおりの回答があり、～

7時間と答えた割合が一番高く 37％であった。

表 8　一日平均してどれくらい睡眠をとっていたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　5時間以内 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
（0%）

2　～ 6時間 4人 3人 6人 6人 6人 4人 29 人
（22%）

3　～ 7時間 10人 6 人 6 人 7 人 9 人 11 人 49 人
（37%）

4　～ 8時間 6人 7人 6人 6人 5人 6人 36 人
（27%）

5　8時間以上 2人 6人 4人 3人 2人 1人 18 人
（14%）

（2-3）食事時間は規則正しかったか。

	　食事時間は規則正しかったかついて聞いたとこ

ろ、表 9のとおりの回答があり、規則正しいと答え

た割合が一番高く 55％であった。

表 9　食事時間は規則正しかったか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　いつも不規則 2 人 3 人 1 人 1 人 1 人 10人 18 人
（14%）

2　時々乱れる 8人 8人 9人 8人 7人 2人 42 人
（32%）

3　規則正しい 12人 11人 12人 13人 14人 10人 72 人
（55%）

（2-4）朝食をとっていたか。

	　朝食をとっていたかについて聞いたところ、表

10 のとおりの回答があり、とっていたと答えた割

合が一番高く 90％であった。

表 10　朝食をとっていたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　とっていた 20人 20人 20人 20人 20人 19人 119 人（90%）
2　	とらないこ
ともあった 2人 2人 2人 2人 2人 1人 12 人

（9%）
3　	全くとらな
かった 0人 0人 0人 0人 0人 1人 1人

（0.7%）

（2-5）栄養を十分にとっていたか。

	　栄養を十分にとっていたかについて聞いたとこ

ろ、表 11 のとおりの回答があり、思うと答えた割

合が一番高く 95％であった。

表 11　栄養を十分にとっていたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　思う 20人 21人 22人 21人 21人 21人 126 人（95%）

2　思わない 2人 1人 0人 1人 1人 1人 6人
（5%）

（2-6）肉体的な疲労について

	　肉体的な疲労ついて聞いたところ、表 12 のとお

りの回答があり、感じると答えた割合が一番高く

58％であった。

表 12　肉体的な疲労について
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　大いに感じる 0 人 0 人 0 人 1 人 2 人 2 人 5人
（4%）

2　感じる 6人 6人 15人 15人 17人 17人 76 人
（58%）

3　あまり感じない 14 人 15人 7 人 5 人 2 人 3 人 46 人
（35%）

4　全く感じない 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 0 人 2人
（2%）

5　わからない 2人 1人 0人 0人 0人 0人 2人
（2%）

（2-7）精神的な疲労、ストレスについて

	　精神的な疲労、ストレスについて聞いたところ、

表 13 のとおりの回答があり、あまり感じないと答

えた割合が一番高く 46％であった。

表 13　精神的な疲労、ストレスについて
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　わからない 3人 2人 1人 2人 2人 4人 14 人
（11%）

2　感じる 8人 8人 9人 9人 7人 6人 48 人
（36%）
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3　あまり感じない 10 人 11人 10人 9 人 10人 11人 61 人
（46%）

4　全く感じない 1 人 1 人 2 人 2 人 3 人 0 人 9 人
（7%）

5　わからない 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
（0%）

（2-8）体力の衰えについて

	　体力の衰えについて聞いたところ、表 14 のとお

りの回答があり、感じると答えた割合が一番高く

64％であった。

表 14　体力の衰えについて
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　大いに感じる 2 人 2 人 2 人 4 人 1 人 2 人 13 人
（10%）

2　感じる　 11人 14人 16人 14人 16人 13人 84 人
（64%）

3　あまり感じない 9 人 6 人 4 人 3 人 3 人 5 人 30 人
（23%）

4　あまり感じない 0 人 0 人 0 人 1 人 2 人 2 人 5 人
（4%）

5　わからない 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
（0%）

（2-9）トレーニング不足について

			トレーニング不足について聞いたところ、表 15

のとおりの回答があり、感じると答えた割合が一番

高く 53％であった。

表 15　トレーニング不足について
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　大いに感じる 4 人 4 人 7 人 2 人 2 人 1 人 20 人
（15%）

2　感じる 12人 16人 9 人 12人 11人 10人 70 人
（53%）

3　あまり感じない 6 人 2 人 4 人 5 人 5 人 8 人 30 人
（23%）

4　全く感じない 0 人 0 人 2 人 3 人 4 人 3 人 12 人
（9%）

5　わからない 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
（0%）

（2-10）体重増減について

	　体重増減について聞いたところ、表 16 のとお

りの回答があり、感じると答えた割合が一番高く

48％であった。

表 16　体重増減について
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　大いに感じる 6 人 1 人 2 人 1 人 1 人 3 人 14 人
（11%）

2　感じる　 6人 12人 11人 13人 13人 8 人 63 人
（48%）

3　あまり感じない 8 人 7 人 6 人 5 人 5 人 6 人 37 人
（28%）

4　全く感じない 2 人 2 人 3 人 3 人 3 人 5 人 18 人
（14%）

5　わからない 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人
（0%）

（2-11）この時期、自分自身の健康や体力の維持増進

のために、何か心掛けていたか。

	　この時期、自分自身の健康や体力の維持増進のた

めに、何か心掛けていたか。あるとすればどのよう

なことかを聞いたところ、表 17 のとおりの回答が

あった。

表 17　 この時期、自分自身の健康や体力の維持増進
のために、何か心掛けていたか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
1	　食生活、栄
養に、気をつ
けている

17 人 20 人 20 人 19 人 20 人 19 人

2　睡眠をとる
　 12 人 9 人 12 人 16 人 15 人 16 人

3	　 運 動 や ス
ポーツをする 17 人 19 人 21 人 21 人 21 人 20 人

4	　規則正しい
生活をする 14 人 12 人 11 人 10 人 11 人 11 人

5	　酒、タバコ
などを控える 1人 1人 1人 1人 1人 1人

6　その他 0人 0人 0人 0人 0人 0人
7	　心がけてい
ることはない 0人 0人 0人 0人 0人 0人

8　わからない 0人 0人 0人 0人 0人 0人

（2-12）1 週間に何コマ履修申告をしていたか。

	　1 週間に何コマ履修申告をしていたかについて聞

いたところ、表 18 のとおりの回答があった。

 表 18　1 週間に何コマ履修申告をしていたか。
4 年生 3年生 2年生 1年生

1　～ 5コマ 3人
2　～ 10 コマ 1人 2人
3　～ 15 コマ 3人 1人 2人
4　～ 20 コマ 1人 3人 4人
5　その他 2人
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（2-13）	履修申告の中で、ZOOMでの授業に平均して

週どの程度出席していたか。

	　履修申告の中で、ZOOMでの授業に平均して週

どの程度出席していたかを聞いたところ、表 19 の

とおりの回答があった。

表 19　 履修申告の中で、ZOOM での授業に平均して週
どの程度出席していたか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
1　～ 3コマ 12 人 12 人 12 人 11 人
2　～ 6コマ 5人 6人 6人 7人
3　～ 9コマ 0人 0人 0人 0人
4　～ 12 コマ 0人 0人 0人 0人
5　それ以上 0人 0人 0人 0人
6　出席してない 4 人 4 人 4 人 4 人

（2-14）あなたは授業・トレーニング以外の、余暇時

間には何をしていたか。

	　授業・トレーニング以外の余暇時間に何をしてい

たかを聞いたところ、表 20のとおりの回答があった。

表 20　 授業・トレーニング以外の、余暇時間には何を
していたか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
勉強 3人 16 人 14 人 13 人 14 人 11 人
アルバイト 11 人 9 人 9 人 10 人 10 人 10 人
睡眠 6人 9人 8人 9人 9人 1人
就職活動 2人 3人 2人 3人 2人 2人
家事手伝い 3人 2人 2人 4人 1人 2人
テレビ 3人 3人 3人 2人 1人 1人
教習所 0人 1人 1人 2人 4人 3人
部の運営 1人 1人 1人 1人 2人 1人
Internet 1 人 0 人 1 人 1 人 1 人 2 人
SNS 2 人 1 人 1 人 1 人 0 人 0 人
家族との会話 0人 1人 1人 1人 1人 0人
ケア 1人 0人 1人 1人 0人 1人
自宅　なし 1人 1人 1人 0人 1人 0人
遊び 2人 0人 0人 0人 0人 0人
映画鑑賞 2人 0人 0人 0人 0人 0人
ショッピング 1人 0人 0人 0人 0人 1人

（2-15）アルバイトをしていたか。

	　アルバイトをしていたかについて聞いたところ、

表 21 のとおりの回答があり、していたと答えた割

合が一番高く 63％であった。

表 21　アルバイトをしていたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

していた 17 人 12 人 11 人 14 人 15 人 14 人 83 人
（63%）

していない 5人 10 人 11 人 8 人 7 人 9 人 49 人
（37%）

（2-16）　1週当たり平均してどの程度だったか。

	　（2-15）で 1 と答えた人に、1 週当たり平均して

どの程度だったかを聞いたところ、表 22 のとおり

の回答があった。

表 22　1 週当たり平均してどの程度でしたか
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　～ 10 時間 10 人 7 人 6 人 8 人 8 人 7 人
2　～ 20 時間 7人 7人 5人 6人 7人 6人
3　～ 30 時間 0人 0人 1人 1人 0人 0人
4　～それ以上の時間 0 人 7 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（2-17）トレーニング場所へは片道どれくらい時間が

かかったか。

	　トレーニング場所へは片道どれくらい時間がか

かったかについて聞いたところ、表 23 のとおり

の回答があり、～ 1 時間と答えた割合が一番高く

39％であった。

表 23　 トレーニング場所へは片道どれくらい時間がか
かったか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
1　30 分以内 7人 12 人 13 人 5 人 4 人 3 人 44 人

（33%）
2　～ 1時間 12 人 9 人 8 人 13 人 5 人 5 人 52 人

（39%）
3　～ 1時間半 3 人 0 人 0 人 4 人 12 人 11 人 30 人

（23%）
4　1時間半以上 0 人 1 人 1 人 0 人 1 人 3 人 6 人

（5%）

（2	-18）トレーニングを実施するにあたって費用がか

かったか。

	　トレーニングを実施するにあたって費用がか

かったかについて聞いたところ、表 24 のとおりの

回答があり、はいと答えた割合が一番高く 65％で

あった。
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表 24　 トレーニングを実施するにあたって費用がか
かったか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

はい 19 人 12 人 12 人 20 人 19 人 4 人 86 人
（65％）

いいえ 3人 10 人 11 人 2 人 3 人 18 人 46 人
（35％）

（2-19）1 日あたりいくらぐらいであったか。

　費用がかかった場合は、1日あたりいくらぐらい

であったかについて聞いたところ、表 25 のとおりの

回答があった。

表 25　 費用がかかった場合は、1 日あたりいくらぐら
いであったか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

150 円 2 人 2 人 1 人 2 人 1 人 0 人
200 円 4 人 3 人 4 人 4 人 2 人 0 人
250 円 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人
300 円 2 人 1 人 1 人 1 人 0 人 1 人
380 円 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人
500 円 5 人 1 人 2 人 4 人 5 人 0 人
600 円 1 人 1 人 1 人 1 人 2 人 0 人
800 円 3 人 2 人 2 人 4 人 2 人 0 人
1000 円 1 人 0 人 0 人 2 人 5 人 1 人
2000 円 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人
3000 円 0 人 0 人 0 人 0 人 3 人 0 人

（2-20）トレーニング場所には主として何を利用して

いたか。

	　トレーニング場所には主として何を利用していた

かについて聞いたところ、表 26 のとおりの回答が

あった。

表 26　トレーニング場所には主として何を利用していたか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　自家用車 0人 2人 3人 2人 2人 0人
2　オートバイ 1人 1人 0人 0人 0人 0人
3　自転車 7人 11 人 11 人 6 人 5 人 4 人
4　市内のバス 1人 0人 0人 1人 1人 1人
5　電車 14 人 5 人 7 人 17 人 17 人 14 人
6　徒歩 5人 7人 10 人 8 人 3 人 5 人
7　その他 0人 0人 0人 0人 0人 0人

	

	（2-21）1 週間あたり平均してどの程度トレーニング

を実施したか。

	　1 週間あたり平均してどの程度トレーニングを実

施したかについて聞いたところ、表 27 のとおりの

回答があり、5 回と答えた割合が一番高く 71％で

あった。

表 27　 1 週間あたり平均してどの程度トレーニングを
実施したか
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

5 回 18 人 16 人 16 人 19 人 16 人 19 人 104 人
（71%）

6回 4人 6人 6人 3人 6人 3人 28 人
（21%）

（2-22）1 回あたりのトレーニング時間はどの程度で

あったか。

	　1 回あたりのトレーニング時間はどの程度であっ

たかについて聞いたところ、表 28 のとおりの回答

があり、2時間と答えた割合が一番高く 69％であっ

た。

表 28　 1回あたりのトレーニング時間はどの程度であっ
たか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
1 時間 2人 0人 0人 0人 1人 0人 3人

（2%）
1時間 30 分 1 人 2 人 3 人 0 人 0 人 - 人 6 人

（5%）
2時間 13 人 16 人 13 人 17 人 14 人 18 人 91 人

（69%）
2時間 30 分 5 人 3 人 5 人 3 人 7 人 4 人 27 人

（20%）
3時間 0人 0人 1人 0人 0人 0人 1人

（1%）
3時間半 1人 1人 1人 1人 0人 0人 4人

（3%）

（2-23）主なトレーニング場所はどこであったか。

	　主なトレーニング場所はどこにあったかについて

聞いたところ、表 29 のとおりの回答があった。

表 29　主なトレーニング場所はどこであったか。
3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

1　自宅 0人 3人 2人 1人 1人 1人
2　自宅周辺 9人 15 人 13 人 7 人 1 人 1 人
3　陸上競技場 16 人 9 人 14 人 19 人 18 人 14 人
4　公園 2人 4人 2人 0人 0人 0人
5　教育機関 1人 1人 2人 3人 3人 1人
6　その他 2人 2人 2人 2人 2人 1人

（2-24）この時期にとりくんでよかったトレーニング

は何であったか。
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	　この時期にとりくんでよかったトレーニングは何

であったかについて聞いたところ、表 30 のとおり

の回答があった。

表 30　 この時期にとりくんでよかったトレーニングは
何であったか。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
筋・補強など 6人 11 人 13 人 2 人 2 人 1 人
坂道 1人 5人 2人 1人 0人 0人
ウォーキングなど 3人 7人 2人 0人 0人 0人
走り込み 3人 4人 2人 1人 1人 3人
競う 2人 1人 3人 2人 9人 5人
オンライン 2人 0人 0人 0人 0人 0人
なし 1人 1人 0人 0人 1人 1人
スピード 2人 1人 2人 11 人 4 人 4 人
基礎 1人 0人 0人 1人 1人 0人
ジャンプ系 1人 2人 1人 0人 1人 0人
階段 1人 1人 2人 0人 0人 0人
高校 0人 0人 0人 1人 2人 1人
道具を利用したトレ 0人 0人 0人 0人 1人 2人
ハードルなど技術 3人 0人 0人 6人 3人 9人
スパイク 1人 0人 0人 2人 1人 0人
芝 0人 1人 1人 0人 0人 0人
質 0人 0人 0人 1人 0人 0人

（2-25）この時期にとりくむことができなかったトレー

ニングは何であったか。

	　この時期にとりくむことができなかったトレーニ

ングは何であったについて聞いたところ、表 31 の

とおりの回答があった。

表 31　 この時期にとりくむことができなかったトレー
ニングについて。

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月
競う 9人 3人 8人 4人 2人 0人
ウェィト・補強 11 人 9 人 8 人 5 人 4 人 5 人
走り込み 2人 5人 4人 1人 1人 0人
スパイク 2人 4人 3人 0人 0人 0人
スピード 1人 4人 1人 5人 2人 0人
道具を利用した 0人 1人 2人 2人 2人 0人
スタート 0人 1人 1人 1人 0人 0人
体力 0人 1人 0人 1人 0人 0人
坂 1人 0人 0人 0人 0人 0人
特になし 0人 0人 2人 1人 6人 15 人
リレー 1人 0人 1人 3人 1人 0人
時間を使った 0人 0人 0人 0人 4人 1人
質 0人 0人 0人 0人 2人 2人
ハードル　
ミニハードル 0人 0人 0人 0人 2人 1人

基本 0人 0人 0人 0人 1人 1人

（3-1）　4 月キャンパス立ち入り禁止及び利用が禁止

になったときの気持ちについて

4月キャンパス立ち入り禁止及び利用が禁止になっ

たときの気持ちについて聞いたところ、表 32 のとお

りの回答があった。

表 32　 4 月キャンパス立ち入り禁止及び利用が禁止に
なったときの気持ちについて

ここまでひどくなるとは思っていなかった。いつまで閉
鎖になるのかという先が見えずトレーニングを含めて不
安な気持ちがあった。× 4名
外に出たい、部員に会いたい、六アイに行きたいという
気持ちだった。　
Web の授業は初めてだったが、不安はなく対面授業が
受けられないことが残念だった。× 2名
他の大学は使えるところもあったことに理不尽に感じ
た。
今後のトレーニングで、道具が使えず思い通りにならな
いこともあると思うと、とても残念だった。また、控え
ている試合はどうなるのかと不安になった。
緊急事態宣言が出されていたため、学内閉鎖されてもお
かしくないと思っていた。× 2名
すぐに利用できると思っていた。
対面授業が受けられず、残念であった。オンライン授業
への不安が多くあった。× 3名
初めてのことで驚いた。大学に通うことを楽しみにして
いたので残念だった。
異例なことで驚いた。友達が作れないと感じた。
異例なことで驚いた。友達に会えないのは寂しかった。
× 5名
トレーニングや授業が今後どのように進んでいくのかわ
からず、秋入学など様々な情報が報道などで飛び交って
いたので、混乱と不安であった。

（3-2）6 月 30 日まで試合が中止・延期と決まったこ

とを聞いたときの気持ちについて

	　6 月 30 日まで試合が中止・延期と決まったこと

を聞いたときの気持ちについて聞いたところ、表

33 のとおりの回答があった。　

表 33　 6 月 30 日まで試合が中止・延期と決まったこと
を聞いたときの気持ちは。

仕方ないことだと理解はしていても、各種競技会が中止
になりショックだった。延期と言われている試合もいつ
中止と言われるかもわからない状況で常に不安と心配の
気持ちであった。
大学最後のシーズンで試合に出場できなかったらどうし
ようという不安が大きかった。× 2名
トレーニングを積める期間が多くなったので、それをプ
ラスに捉えてトレーニングに取り組もうと思った。
このまま試合が全部なくなってしまうのではないかとい
う不安。× 2名
シーズンインが遅れることによる焦りや、試合の再開の
見通しがたたない状況に、目標が定まらず不安などから
モチベーションを維持することが厳しかった。× 4名
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春で記録を出し、今年こそ出場すると決めていた試合が
あったので、とてもがっかりし、モチベーションが下がっ
た。また、今の自分の走力を知るためにも春の試合は出
場したかった。
試合に出場できないことは悲しかったが、試合が再開さ
れたときにベストの状態で走れるようにしたいという気
持ちだった。
試合に向けてトレーニングを行っていたので、中止・延
期になってしまい悔しい気持ちだった。
多くの試合が中止になり、試合に出られないことに対し
て大きな不安があった。しかし、コロナの感染拡大によ
り命に関わることであれば、仕方がないことだと感じた。
自分自身の現在の位置が分からず、今後の動きがわから
ず戸惑った。× 3名
新しいチームで戦うことを非常に楽しみにしていたの
で、残念だった。
多くの試合が中止になり、シーズンインが遅れることに
不安を感じた。× 5名
部員とのオンライントレーニングが気持ちの安定になっ
た。

（3-3）　7 月より試合が再開と聞いての気持ちについ

て

	　7 月より試合が再開と聞いての気持ちについて聞

いたところ、表 34 のとおりの回答があった。

表 34　7 月より試合が再開と聞いての気持ちについて
試合が開催されることが嬉しく、これが大学最後のレー
スになるかもしれないという気持ちで挑もうと思った。
兵庫選手権が予定通りの期日に開催されることには驚い
た。
少しほっとした。× 3名
やっと大会に出場できると嬉しくなった反面、トレーニ
ングはしっかりできていたが、今の自分の実力を試すの
が少し怖いと思った。× 4名
試合に出場できることが素直に嬉しかった。明確な目標
ができ早く試合に出場したい、以前に比べトレーニング
にも身が入り、気が引き締まる思いだった。× 18 名
不安があった。× 6名
このまま今シーズン終わるのではないかとも思っていた
ので、この状況の中、試合再開を決めてくれた主催者サ
イドに感謝の気持ちでいっぱいであった。
6月から競技場を使用できていたが、走力や体力・筋力
には自信はなかった。

（3-4）　7月施設利用許可後、六アイを使用したか

	　7 月施設利用許可後、六アイを使用したかについ

て聞いたところ、はい　17 名、いいえ	5 名の回答

があった。

（3-5）使用した感想について

	　使用した感想を聞いたところ、表 35 のとおりの

回答があった。

表 35　使用した感想について
非常に嬉しかった。感謝をして利用したいと思った。利
用にあたっての規則が厳しく作成資料なども多くあった
が、その都度確認をしながら同期と作成に取り組み、使
用許可が下りた際には非常に嬉しい気持ちだった。許可
をいただいた数少ない体育会クラブであることを自覚
し、責任ある行動をしたいと考えていた。
使用時間が決まっていたので、思うようなトレーニング
メニューができなかった場面があった。
感染対策をしてまた使用禁止にならないよう気をつけ
る。
まだあまり使ったことのなかった六アイを使えることが
でき嬉しかった。
使い慣れた競技場でのトレーニング、器具を使用できる
環境にはとてもありがたみを感じた。まだ、全員ではな
いが、部員と共にトレーニングができることはとても嬉
しかった。× 15 名
短時間でのトレーニングや毎日の提出資料、各時間帯調
整にはすこし大変さを感じた。

（3-6）使用が再び中止になったときの気持ちについて

	　使用した人に、使用が再び中止になったときの気

持ちについて聞いたところ、表 36 のとおりの回答

があった。

表 36　使用が再び中止になったときの気持ちについて
翌日から使用できないと聞いた時のショックを今でも覚
えている。チームのまとまりを作れるようにと心得てい
た時期だったため、チームの統一感を出すにはどのよう
に働きかければ良いのかと毎日のように悩んでいた。感
染対策を取っていても感染のリスクがあることを念頭
に、学外の施設を利用してまた頑張りたいと思った。
また前の状況に戻ると考えると不安な気持ちになった。
× 2名
コロナの感染が広がっていたので、仕方ないと思うしか
なかった。× 2名
いろいろな競技場に行くのが大変だった。　× 6名
多額のお金が掛かることも気にかけていた。× 2名
いつから使用できるのか不安に思った。× 3名
競い合いや、器具を使うトレーニングができなくなるの
で少し不安になった。
やっと充実したトレーニングが行えると思っていたの
で、非常に残念だった。× 3名
試合が近かったこともあり、大きく予定が変更された時
はすこし焦りがあった。いつすぐに閉鎖になるか分から
ない状況から、常に他競技場でのトレーニングができる
よう準備が必要だと感じた。感染の怖さを再び実感し、
より一層感染予防対策を意識して行動するようになっ
た。

（3-7）　8月施設利用許可後、六アイを使用したか。	

	　8 月施設利用許可後、六アイを使用したかについ

て聞いたところ、95％（21 名）が利用したとの回

答があった。
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（3-8）使用した感想について

	　使用した人に質問で、使用した感想について聞い

たところ、表 37 のとおりの回答があった。

表 37　使用した感想について
制限が多かったが、仲間といつも通りに競技場を使える
ことがどれだけ恵まれていたことかと感じた。しっかり
と対策をしていたため、感染の心配もなくトレーニング
をすることができた。
再開されたことは大変ありがたく感じた。また使用でき
なくなった時にどうするかの対策や計画が必要だと考
え、常に危機感を持った行動を心がけた。
7月同様、検温やトレーニング器具の準備や片付けなど
でトレーニング時間が 2時間弱で、正直時間が足りず、
十分なトレーニングができなかった日もあった。×4名。
短い時間や、制限も多かったが、試合も再開していたの
で、六アイが使えるようになり、器具も使用でき、仲間
と一緒に競い合えるトレーニングができることが嬉し
かった。× 12 名
いつ利用できなくなるか心配で、使用禁止にならないよ
う気をつけようと思った。× 3名
時間などの制限はあったが、その中でできるトレーニン
グを試行錯誤しつつ、何より普通にトレーニングが行え
ていることに本当に感謝の気持ちでいっぱいであった。
沢山の方々のご尽力のおかげで使用可能となり、感謝の
気持ちが大きかった。今後、部員と一緒にトレーニング
を行えることで、試合に向けて頑張っていこうという気
持ちだった。そしてより一層感染予防対策に徹底しなけ
ればならない気持ちになった。

（3-9）活動禁止期間を振り返って、競技にプラスだっ

た点などあったかについて

	　活動禁止期間を振り返って、競技にプラスだった

点などについて聞いたところ、表 38 のとおりの回

答があった。

表 38　 活動禁止期間を振り返って、競技にプラスだっ
た点などについて

部員のことを気にかける時間が増えたこと。また、本来
4年生は就職活動時期でスーツやパンプスを着用するた
め、疲労が溜まりやすいことを危惧していた。しかし、
本年はオンラインでの説明会や面接で対応する機会が多
く、靴擦れや疲労に悩まされることが少なかったことは
有り難かった。
母校のトレーニングに参加し、男子高校生と走ることは
体力的に厳しい面もあったが、とても楽しく前向きに陸
上競技に取り組むことができるようになり自信にも繋
がった。× 3名。
自分の動きを細かく分析し、基礎トレーニングなどを多
く取り入れ走りを見直せた。× 2名
今の自分に必要なことを改めてしっかり考えながらト
レーニング内容や日程調整を行うことができ、競技者と
して成長したと思う× 11 名
自宅でのトレーニングも多かったので、これまでできな
かった補強や体幹など基礎系のトレーニングやストレッ
チ・ケアができた。特に、補強を多く実施し、腹筋やチュー
ブを使ってお尻の筋肉に刺激が入っていた点は良かった
と感じた。× 9名
家族との時間が増え、食事が安定したこと。

通常トレーニング時よりトレーニング量は確保できてい
なかったので、体重管理への徹底に繋がった。また、た
くさん睡眠をとることができたので、肉体的疲労が少な
かった。

（3-10）活動禁止期間を振り返って、競技にマイナス

だった点などあったかについて

	　活動禁止期間を振り返って、競技にマイナスだっ

た点などあったかについて聞いたところ、表 39 の

とおりの回答があった。

表 39　 活動禁止期間を振り返って、競技にマイナスだっ
た点などについて

近隣の公園などでのトレーニングは長い距離を走れな
かったので体力の面での衰えは大きかったと感じた。
体力・筋力・スピードが落ちてしまったこと。競う・追
い込むトレーニングがあまりできていないので、スピー
ド感を忘れてしまい、レースで通用するかが不安であっ
た。× 12 名
3 月初めに帰省し、しばらくは母校でのトレーニングが
可能であったが、地元での感染者が拡大し始めたのを
きっかけに、母校でのトレーニングができなくなった時
期があった。
2 ～ 3 ヶ月間スパイクを履いたトレーニングができな
かったので感覚を含めて不安。× 3名
体重管理に苦戦したこと。
1人でトレーニングすると今の自分のスピードが分から
ないことはマイナスであった。
道具を使った専門的なトレーニングが不足していたの
で、速い動作ができにくくなっていた。× 2名
今後への不安が大きく、競技に対してのモチベーション
を維持できていない時期が長く続き、今トレーニングで
何をすべきなのかを見失うことが何度かあり、精神的ス
トレスが大きかった。
3月頃まで怪我なく冬季トレーニングを積めていたこと
が自信に繋がっていたが、積み上げてきたものが崩れて
しまったように感じた。× 3名
5 月までは自宅や自宅周辺で、1人でトレーニングをす
る期間が長かったこと× 2名
母校でトレーニングができる環境であったため、マイナ
スだった点はあまり無かった。

（3-11）今後、同じような活動禁止期間があった場合、

今回の経験をどのようにいかすかについて

	　今後、同じような活動禁止期間があった場合、今

回の経験をどのようにいかすかについて聞いたとこ

ろ、表 40 のとおりの回答があった。

表 40　 今後、同じような自粛期間があった場合、今回
の経験をどのようにいかすかについて

試合が延期や中止になった場合には基礎的なトレーニン
グを積み、しっかりと体をつくることが必要だと感じた
ので実践したいと考える。
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SNSを活用し、学内への活動状況発信に留まらず、社会
への前向きな発信を多く行うことで、少しでも社会に影
響を与えられる個人・体育会団体で在りたいと考えてい
る。
常に女子部員と連絡を取ることを徹底したい。女子部員
同士でオンライントレーニングの実施を考え、任意参加
でのグループトレーニングの日程調整をし、目標・目的
に合わせたトレーニングメニューを考え、実施したいと
思う。× 3名（なるべく一人のトレーニングにならない）
アスリートが提案しているトレーニングを実施する。
ウェィトトレーニングが不足している期間があったの
で、また同じような活動禁止となった場合には重めの
ウェィトトレーニングをできる施設を探して利用したい
と考えている。器具がないからウェィトトレーニングが
できないのではなく、自重や利用できる器具を探すなど、
工夫をして、トレーニングしたいと思った。× 5名
活動禁止に体重が増加してしまったので、活動禁止に
入っても毎日同じタイミングでの体重測定を継続し、よ
り体調管理に気を付けてトレーニングを実施したいと考
える。× 4名
マイナスなことばかり考えるのではなく、課題を生かし、
自分の走りを見直せるチャンスだと思って、1人でもモ
チベーションを高く持ってトレーニングをする。
1人だとフォーム走などの動きが多くなり技術面ではい
いと思うが、神経系が悪くなり遅い動作しかできなく
なってしまうので、1人の場合でもスピート・速い動作
を心掛けてトレーニングをする必要があると感じた。×
2名
自分なりに考えて充実した良いトレーニングができたと
思う。× 4名
メモで実施したトレーニングメニューを残しているの
で、そのメニューをできる限り参考に、しっかり計画を
立て、普段と差がないトレーニングを心がける。× 2名
何を優先して取り組むかを決めながら、先を見据えた意
思決定を臨機応変に行う。トレーニングができる場所を
あらかじめ把握しておき、トレーニング目的を明確にし
たうえで計画を立ててトレーニングを行う。× 3名
神戸と地元の状況をしっかりと把握し、地元の方が、ト
レーニング環境が整っている場合は、地元（母校）でト
レーニングすることも検討する。逆も同様である。× 3
名
アスファルトで走ることが多くなるので、ケアを徹底し
て行う。
以前の日常レベルのトレーニングを継続して、様々な角
度からトレーニングメニューを取り込んで行う。
トレーニング量を増やす。自分に厳しく、体力を落とさ
ないように持久系のトレーニングをする。× 7名
無駄な 1日を過ごすことが多いと感じたので、トレーニ
ング内容を改善し、自分の趣味に時間を使うなど全体的
に時間をもっと上手く利用する。× 2名
自宅付近の坂や砂浜などを上手く活用し、自宅でもでき
るトレーニングを調べ実施したものと他の女子部員のト
レーニングも参考にする。× 3名

５　考察
3 月 4 日、本学の活動禁止により、約半年間に及ぶ

活動禁止、相次ぐ競技会の中止・延期から活動・競技

会再開までを、女子部員のアンケート調査に対する回

答を時系列でみていくと、ワクチン・治療薬などが、

まだない状況で、女子部員の先の見えない日々を送っ

ていた苦悩と葛藤が目に浮かび、大きな心の揺れや課

題を知ることができ、再び、活動禁止になった場合の

有効なトレーニング環境などについて考えることがで

きた。まずは、表 4 のとおり 3 月 4 日、活動禁止に

なったときからをみていくと、「急で驚いたが、本学

が他大学よりも迅速な判断であったため、コロナへの

不安は軽減され、誇りを持つべきであり、信頼できる

大学」だと述べている。また、表 1のとおり、兵庫県

内の感染者数も急激にのびていることを女子部員も報

道などから感じており、「コロナが迫ってきているの

を実感して電車などの移動が怖く、違和感があり、活

動禁止の判断を良いと感じ、罪悪感なく近場でトレー

ニングを行うことができたので閉鎖して良かった」と

述べていることからも、この時点では、トレーニング

に対する不安もあったようだが、概ね、本学の対応に

理解を示していた。その一方、まだ入部していない

という回答があったように、これから入学予定の新 1

年生に対しての対策がほとんどできていなかったこ

とを忘れてはならない。11 年前、2009 年の話になる

が、新型インフルエンザの感染が関西で拡大したこと

があった。本学は、他大学よりも早く課外活動の方針

を出し、関西インカレ大会最終日の出場予定全種目を

出場辞退したという苦い経験もあり、筆者からは、2

月 22 日に本学の施設を利用しての強化練習会を計画

していた鳥取県チームの来校取りやめや表 1のとおり

コロナの感染症数や報道などが多くなり出したころか

ら、建学の精神の一つ、「常に備えよ」のもと、学外

施設を利用したトレーニングの準備、下宿生の帰省の

有無の判断をするように話をしていた。実際に、1-3

のとおり、時期こそ異なるが、下宿をしている女子部

員全員が帰省している。その理由としては、帰省先の

方が、感染者数が少なく、トレーニング場所が確保で

きるということであった。逆に、帰神した理由とし

ては、兵庫県内の感染者が落ち着いたと述べている

が、表 1のとおり、感染者数は多くなっていることを

考えると（NHK　2020：online）、競技会が再開した

ことと課外活動の条件つき再開が大きな理由になって

いると考えられる。3月 4 日の活動禁止に加え、4月

8日、キャンパス立ち入り及び利用が禁止になったが

（本学 2020：online）、本来、新 1年生に関しては、新
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しい生活が始まるところであり、「大学に通うことを

楽しみにしていたので残念・友達が作れない」と不安

を述べている。新 1年生だけではないが、「友達に会

えなくなることへの不安な気持ちになった」とも述べ

ている。授業に関しても、実際に筆者自身もオンライ

ン授業に対して、かなり不安で、授業開始時は、小さ

なミスもあった。新 1年生に対しては、トレーニング

の対応も同様になる傾向があり、もう少し配慮をしな

ければならないところが、全学年同様の指示・対応に

なってしまったことは大いに反省しないといけないと

感じている。逆に 4年生に対しては、「秋入学などの

情報がテレビなどで報道されていたので、混乱と不安

でした」と述べており、報道などで秋入学を議論して

いるのは承知していたが、競技以外のフォローができ

ていなかったことも反省しなければならないと感じて

いる。そのような状況下、コロナの感染者数の差など

で、各地域・大学で課外活動などの対応が異なり、大

学内でトレーニングが継続できるところが近隣でもあ

り、表 32 にも述べられているが、女子部員としては「納

得できない気持ちを持ち・理不尽に感じた」と述べて

いることには、筆者自身も女子部員への明確な回答が

できなかった。このあたりの説明に関しては、もう少

し学生に寄り添ったものではないといけないと今でも

感じているので、大学としてもう少し認識を持ってい

ただきたいと考える。6月 30 日までの競技会が中止・

延期と決まったことに関しては、活動禁止が出された

頃とは異なり、「ここまで酷くなると思っていなかっ

た」と述べている女子部員がいたように、今後を不安

視するようになっていた。特に、「このまま陸上競技

人生が終わってしまうのではないか（4年生）やモチ

ベーションの維持、自分自身の現在の位置がわからず

不安など」という回答が多く、筆者自身も、他大学の

教員と意見交換をしながら動向などを調べ、少しでも

情報を集めるようにし、週 1回 ZOOMでの任意のミー

ティングを実施してモチベーションの維持に努めてき

たが、練習開始時間の違いや表 20 のとおり勉強（WEB

授業・課題提出など）、表 21　アルバイトの時間もあ

り、全員が集まれる日は決して多くなく、女子部員の

不安を払拭できるところまで及ばなかった。陸連の方

針で、7月より日本インカレをはじめ各種競技会が条

件付きで再開が可能という話を聞いて、「嬉しいとい

う気持ち、目標が明確になった」と前向きなもの回答

が多かったが、まだ中止になる競技会も多くあったた

め、表32から表40のどの項目でも出てきている「不安」

を少しでも軽減するための心のケアが重要であった。

7 月から再開される競技会の対する意識付けが難し

く、競技会から逆算した日数がわかるようなトレーニ

ングスケジュール表を提示し、4年生に対しては、競

技会再開後の毎試合が最後のレースになる可能性があ

るという気持ちを持つように、トレーニングや試合の

場面などで助言をするように心がけ、モチベーション

の高めるようにした。その流れと合わせるように表 3

のとおり、7月に条件付きで施設利用許可が出たとき、

施設を利用した女子部員は 17 名（77％）であった。「こ

れまでの環境がいかに恵まれていた」と述べているよ

うに、そのことが実感できたことは、競技力向上に間

違いなくつながると考える。また、使用するにあたっ

て、感染予防対策の資料づくりに筆者も女子部員と携

わっていたが、この資料がどのように作られたかを女

子部員全体で、しっかり財産として共有して残してい

かなければならないと考える。また、女子部員が毎日

のオンライン授業での課題提出に追われた一日であっ

たことと新 1年生が 7月になってもほとんど体育施設

を使ったことがなかったということは忘れてはならな

いと考える。7月に条件つきで施設利用が可能になっ

たが、表 1のとおり、兵庫県内の感染者数が増えてい

るなどの理由で、表 3のとおり、短期間のうちに、再

度、活動禁止となった（本学　2020：online）。「仕方

がないとわかりつつ、ショックや不安」を述べる一方、

同月から競技会が再開されていることもあり、競技会

の出場準備もしていかないといけないことから、学内

施設以外のトレーニング場所を探すのに苦労し、前期、

WEB授業対応のため、通学定期を解約している女子

部員が多く、表 36 のとおり、移動費・競技場使用費

など、一日あたりの金銭的負担が大きくのし掛かって

いることから、大学として、活動禁止を一律で判断す
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るのでなく、個々の競技団体の実状にあった調査・対

策の検討もしていく必要性を大きく感じた。8月施設

利用許可後は、3-7 のとおり 95％（21 名）が利用し

ている。7月の限定利用が認められた時と同じで、表

37 のとおり、感染対策やトレーニング準備を含めて 2

時間などの制限はあったが施設を利用できる喜び・感

謝の気持ちが大きいと感じている反面、9月以降に、

日本インカレや延期になった日本選手権などの開催が

決まっていただけに、7月のように、再び活動禁止に

ならないかの心配が、心のどこにあったのは間違いな

かった。筆者の立場になるが、2時間などの活動制限

は感染症対策の観点から必要な処置であったが、ト

レーニング時間を少しでも長くしたい女子部員からす

ると終了時間ぎりぎりまでのトレーニングになってし

まい、アスリートとしては、体調面などのケアから考

えると少し問題に感じるところであったが、女子部員

の感染症対策を含めてひたむきに取り組む姿をみると

それ以上のことは、コーチングとしては難しいところ

であった。長期に及ぶ活動禁止期間を振り返って、競

技にプラスとマイナスだった点は、表 3-9・3-10 の内

容であった。特に、プラス面として、「自分自身と向

き合う時間が増え、トレーニングをしっかり考えるこ

とができ、基礎トレーニング・基本動作の大切さに気

がつく」などを多くの女子部員が述べていた。このこ

とは、これまでのトレーニングの中で、考えて実施す

る時間が少なかったことであり、筆者のコーチングの

未熟さを痛感した。更に、基礎トレーニング・基本動

作というものが、普段のトレーニング内容と何が異な

り、不足していたかを女子部員としっかりと話をして

いかないといけないと考える。1-2 のとおり、下宿し

ていた女子部員は全員帰省しており、母校でトレーニ

ングができ、男子高校生とも競いながらトレーニング

を行い、苦手なトレーニングも実施することで、自信

にも繋がったと述べていることもプラス要因だと考え

る。競技以外では、就職活動のオンライン対応や家族

との会話が増えたという意見もあった。しかし、競技

者にとってプラス面と背中合わせでマイナス面があ

り、そのことを表39で述べている。その内容としては、

活動禁止期間・競技会の中止・延期などからくるトレー

ニング環境・方法の変化からモチベーション維持が困

難や精神的ストレスが大きかったと述べる女子部員が

多かった。逆に、下宿先から帰省した女子部員は、母

校でのトレーニングが可能だったことなどもあり、マ

イナス点がないと述べているが下宿をしている女子部

員の 2020 年度に出場した競技会成績は、昨年度より

全員低下していたので、原因などを、しっかり検証を

しないといけないと考える。今後、同じような活動禁

止期間があった場合は、「今回の活動禁止期間に実施

したトレーニングメニューを記録に残しているので、

事前に、トレーニングができる場所をあらかじめ把握

し、トレーニング目的を明確にしたうえで、トレーニ

ングメニューをしっかり計画を立て実施したい」と述

べていることはプラス面であった。特に、基礎的なト

レーニングの継続性が重要だと考えられるが、表 38

のように、トレーニングそのものを考えて実施できた

反面、個を尊重してのトレーニングが続いたこともあ

り、どうしても、個人でトレーニングを実施すること

で、トレーニング量が下がり、実施本数が少ないス

ピードトレーニング中心となることで、ピーキングが

早まり、1シーズン通してパフォーマンスが持続でき

ないというデメリットにつながってしまった。最も重

要な課題としては、対面での学修・課外活動の機会を

入学と同時になくなった新 1年生の対応である。高校

生の延長で、女子部員としての活動がほとんどない状

態での入学となり、本学のトレーニングの流れ・方法

を知ることができないままでの活動であったので、単

調なトレーニングになり、競技会が再開された 2020

年シーズンの成績は、全員自己記録より大幅に記録が

低下してしまったので、コーチングよりもティーチン

グを重視する必要があると考える。あらゆるところに

出てきた「不安」を軽減するためには、女子部員も表

40 にも述べているように、モチベーションも保ちづ

らいことから、近くにいる女子部員とのトレーニング

を考え、そのためには、常に誰かと連絡を取ることを

徹底し、集まれる人でトレーニングを実施し、女子部

員同士でのオンライントレーニングなどを実施するこ
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とも重要になってくると女子部員は考えている。ただ、

従来認めていなかった自宅・自宅周辺のトレーニング

の扱いを組織として活動禁止前に戻すのに苦労をした

だけに、今後、同じようなことが起こった場合は、個

としての活動が多くなるかもしれないが組織を意識し

た活動を導入していかなければならないと考える。そ

れ以外でプラスとなったのは、体調チェックと交流で

ある。体調チェックは、3月 4 日から毎日実施し、こ

のことで女子部員個々の体調の把握、報告忘れなどか

らのくるメンタルの揺れなどを知ることができ有効で

あったとともに、帰省した女子部員が、母校でのト

レーニングを認めてもらうための書類を作成するにあ

たっての貴重なデータにもなった。交流に関しては、

感染リスクなどから、キャンパス立ち入り禁止及び利

用が禁止もあり、入学してくる新 1年生との交流する

場がなかった。高校生の大会も中止・延期されたこと

もあり、スカウティングができない状況下、女子部員

が ZOOM・インスタグラムなどを利用した活動にも

挑戦するなどの工夫をしてくれた。これらのことから、

2020 年 3 月 4 日の活動原則禁止から活動再開までの

間、女子部員の日常生活・トレーニングの状況をアン

ケート方式で調査をすることによって、トレーニング

などのプラス・マイナス面を知ることができ、ワクチ

ン・治療薬などがまだない状況下で、活動禁止になっ

た時の対応方法を考察したことで、再び、活動禁止が

出た場合の有効なトレーニング環境などを作ることに

つながると考える。

６　最後に
今回、本論の執筆にあたり、アンケート調査に協力

していただいた女子部員には、この場をお借りして心

よりお礼申し上げます。また、この活動禁止期間にお

いて、女子部員を支えていただいた保護者の皆様・高

等学校の指導者の先生、そして、本学学生部の皆様に

も心より感謝申し上げます。
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自粛期間の活動状況調査

（1-1）3 月 4 日、施設利用が禁止になったときの感想

（1-2）下宿をしている人に質問です。帰省しましたか。

　1　はい　2　いいえ

（1-3）帰省した・しなかった理由は

（1-4）帰省した人に質問です。いつですか。　　　　

　月　　　日

（1-5）帰省した人に質問です。帰神しましか。

　1．はい　2．いいえ

（1-6）帰神した人に質問で。帰神した理由は。

（2-1）どこに住んでいましたか。

　1　下宿　2　自宅　3　親類の家

　4　その他（　	　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2-2）一日平均してどれくらい睡眠をとっていました

か。

　1　5時間以内　2　5～ 6時間　3　6～ 7時間

　4　7～ 8時間　5　8時間以上　

（2-3）食事時間は規則正しかったですか。

　1　いつも不規則　2　時々乱れる　

　3　規則正しい　

（2-4）朝食をとっていましたか。

　1　毎日摂っていた　2　とらないこともあった

　3　全くとらなかった

（2-5）栄養を十分にとっていたと思いますか。

　1　思う　2　思わない

（2-6）肉体的な疲労

　1　大いに感じる　2　感じる　

　3　あまり感じない　　4　全く感じない

　5　わからない

（2-7）精神的な疲労、ストレス

　1　大いに感じる　　2　感じる　

　3　あまり感じない　4　全く感じない

　5　わからない

（2-8）体力の衰え

　1　大いに感じる　　2　感じる

　3　あまり感じない　4　全く感じない

　5　わからない

（2-9）トレーニング不足

　1　大いに感じる　　2　感じる

　3　あまり感じない　4　全く感じない

　5　わからない

（2-10）体重増減

　1　大いに感じる　　2　感じる

　3　あまり感じない　4　全く感じない

　5　わからない



甲南大学　スポーツ・健康科学教育研究センター紀要第 23 号

16

（2-11）この時期、自分自身の健康や体力の維持増進

のために、何か心掛けていましたか。あるとすれば

どのようなことですか。（複数回答可）

　1　食生活、栄養に、気をつけている

　2　睡眠をとる　

　3　運動やスポーツをする（体操や散歩を含む）

　4　規則正しい生活をする

　5　酒、タバコなどを控える

　6　その他（	 　　　　　　　　　　　　）

　7　心がけていることはない

　8　わからない

（2-12）1週間に何コマ履修申告をしていましたか。（90

分の授業＝ 1コマ）

　1　～ 5コマ　2　～ 10 コマ　3　～ 15 コマ

　4　～ 20 コマ　 5　その他（　　　　　）

	（2-13）	履修申告の中で、ZOOMでの授業に平均して

週どの程度出席していましたか。

　1　～ 3コマ　2　～ 6コマ　3　～ 9コマ

　4　～ 12 コマ　5　それ以上　6　出席してない　

（2-15）あなたは授業・トレーニング以外の、余暇時

間には何をしていましたか。

（2-16）アルバイトをしていましたか。

　1　していた　2　していない

（2-17）（2-16）で 1 と答えた人に質問です、1週当た

り平均してどの程度でしたか。

　1　～ 10 時間　2　～ 20 時間

　3　～ 30 時間　4　～それ以上の時間　

（2-18）トレーニング場所へは片道どれくらい時間が

かかりましたか。

　1　30 分以内　　2　30 分～ 1時間

　3　1時間～ 1時間半　4　1時間半以上

（2-19）トレーニングを実施するにあたって費用がか

かりましたか。

（2-20）費用がかかった場合は、1日あたりいくらぐ

らいですか。　　　　　　　　円

（2-21）トレーニング場所には主として何を利用して

いましたか。

　1　自家用車　2　オートバイ　3　自転車

　4　市内のバス　5　電車　6　徒歩　　

　7　その他（	 　　　　　　　　　　　　　　）

（2-22）1 週間あたり平均してどの程度トレーニング

を実施しましたか。　　　　　週　　　回

（2-23）1 回あたりのトレーニング時間はどの程度で

したか。　　　約　　　時間　　　分

（2-24）主なトレーニング場所はどこでしたか。

　1　自宅　2　自宅周辺　3　陸上競技場

　4　公園　5　教育機関　6　その他

（2-25）この時期にとりくんでよかったトレーニング

はどのようなものですか。

（2-26）この時期にとりくむことができなかったトレー

ニングはどのようなものですか。

（3-1）　4 月　学内封鎖になったときの気持ちをお聞

かせください。

（3-2）6 月 30 日まで試合が中止・延期と決まったこ

とを聞いたときの気持ちをお聞かせください。

（3-3）　7 月より試合が再開と聞いての気持ちをお聞

かせください。

（3-4）　7 月施設利用許可後、六アイを使用しました

か

（3-5）　使用した人に質問です。使用した感想をお聞

かせください。

（3-6）　使用した人に質問です。使用が再び中止になっ

たときの気持ちをお聞かせください。

（3-7）　8 月施設利用許可後、六アイを使用しました

か。

（3-8）　使用した人に質問です。使用した感想をお聞

かせください。

（3-9）自粛期間を振り返って、競技にプラスだった点

などありましたでしょうか。

（3-10）自粛期間を振り返って、競技にマイナスだっ

た点などありましょうでしょうか。

（3-11）今後、同じような自粛期間があった場合、今

回の経験をどのようにいかしますか。より具体的に。


